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ニプロの持続的な成長に向けて
2026年5月12日

ニプロ株式会社

代表取締役社長 山崎 剛司
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Ⅰ. 2025年度 実績 ー業績数値

過去最高の売上高・営業利益達成

売上高

営業利益

純利益

6,605億円

376億円

135億円

(対24年度＋159億円）

(対24年度＋110億円）

(対24年度＋ 83億円）

設備投資額※ 640億円（対24年度▲99億円）

Net Debt/EBITDA 5.3倍←5.7倍

営業利益率 5.7%←4.1%
2024 2025 

6,445億 6,605億

2024 2025 

376億265億

7,000億

700億

売 上 高

営業利益

※設備投資額は有形固定資産のみの投資額
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Ⅰ. 利益重視経営の取り組みⅠ. 2025年度 実績 ー実施施策

“利益重視経営”の取り組みを推進

プロセス・コスト最適化組織改編（事業一気通貫体制）

製造 営業 市場+ +開発

医薬部門（2025.9）

自社GE医薬営業を、国内事業部から医薬事業部に移管

子会社（グッドマン）にバスキュラー事業部営業を移管し、
「ニプロバスキュラー」に改称

バスキュラー部門（2026.4）

マーケットイン促進

品種・包装材サイズ集約、生産自動化

ガバナンス強化
地域本社機能強化、国内支社制の導入

「エコシステムプロジェクト」

事業を通じたニプロのSDGs

品種・包装材サイズ集約
→材料費・輸送コストの最適化＋廃棄物削減
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Ⅰ. 利益重視経営の取り組みⅡ. 2026年度 経営計画

売上高

営業利益

純利益

7,000億円(対25年度＋395億円）

(対25年度＋ 24億円）

(対25年度＋ 15億円）

設備投資額 490億円

Net Debt/EBITDA 5.0倍未満←5.3倍

営業利益率 5.7%
2025 2026 

7,000億

2025 2026 

379億376億

7,000億

700億

売 上 高

営業利益

400億円

150億円

6,605億

400億

（対25年度▲150億円）

※設備投資額は有形固定資産のみの投資額
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1.39x 1.35x 

0.90x 
0.81x 0.86x 0.88x 0.92x 

0

500
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1,500

2,000

2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027

ROE 2027年度目標 10%

●株価の続伸およびPBRキャッチアップ

Ⅲ.資本コストや株価を意識した経営 ー経営指標

●ROE回復から続伸へ

生産設備等成長投資の回収フェーズ開始

PBR・株価

PBR
株価

(円)

2020 2021 2022 2023 2024 2025

コロナ期間

20262020 2021 2022 2023 2024

5.1%

2025 2026

9.2%

2.3%

5.1%

2.1%

当社株主資本コスト
5.3％

ROE

コ ロ ナ 期 間

7.8%
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監督と執行を分離、指名・報酬に係るプロセスの信頼性向上

取締役会
改編

（18名→9名）

経営会議
新設

指名報酬委員会
発足

全体最適・中長期的な企業価値最大化の観点から、さらに実効
性の高い議論を行い、業務執行を監督する
(本年6月実施予定の株主総会後)

経営会議メンバー※により方針・戦略に関する議論を充実させ、
業務執行の精度を高める(本年6月実施予定の株主総会後）

取締役の選解任・報酬に関わる重要事項を事前に審議し、
透明性・客観性のある意見を取締役会に答申する
（本年４月から）

※ 社長以下の事業トップおよび業務執行責任者等で構成

Ⅲ.資本コストや株価を意識した経営 ーコーポレートガバナンス
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企業価値の最大化と持続的成長に向け、安定的な株主還元、
成長分野への重点投資をバランスよく推進する

キャピタルアロケーションFY25-27※1 ※1 FY25は実績値

※2 子会社優先株式の発行・償還含む

Ⅲ－２.キャピタルアロケーションⅢ.資本コストや株価を意識した経営 ーキャピタルアロケーション

3,660
億円

営業CF
（研究開発費控除前）

3,100億

その他
（補助金、保険収入等）

キャッシュイン

株主還元

設備投資
・投融資

研究開発投資

負債返済※2

240億円

720億円

800億円

1,900億円

配当性向目安 35 ％ 下限 25 円/株

Net D/EBITDA倍率 4.0 倍未満

「ニューノーマル」創造に向けた研究開発

• 成長分野への重点投資 1,600 億円
✓ 透析(海外)：ダイアライザライン増設

✓ 自社GE：近江工場新設、新製品ライセンス取得 等

• 設備維持・更新等 300 億円
✓ 全社：社内システム更新・刷新 等

✓ 事業：老朽ライン更新 等

キャッシュアウト
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研究開発投資

成長分野への重点投資
（工場・ライン新設等）

設備維持・更新等

3,293億円
*3,266

＊補助金控除後の金額

成長分野への選択と集中を軸に資本効率を意識した投資計画へ

Ⅲ.資本コストや株価を意識した経営 ー投資の考え方

622(19%)

2,388

(73%)

283(9%)

FY22-24

（過去実績）

800(29%)

1,700

(61%)

300(11%)

FY25-27

（当初計画）

800(30%)

1,600

(59%)

300(11%)

FY25-27

（現時点見込）

2,700億円
*2,449

2,800億円

設備投資・研究開発投資推移
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Ⅲ－４. ROICの導入

資本コストを踏まえた投資判断・事業ポートフォリオ経営

導入期(26-27年度) 実現期(28年度)準備期(25年度)

ROIC目標値設定

予実管理への組込み

ROIC構成要素のKPI設定

投資・事業ポートフォリオ診断

ROIC経営の本格導入

PDCA定常化

R O I C 導 入 ス テ ッ プ

R O I C 用 経 営 デ ー タ 整 備

採算性を重視した
投資方針への転換

データ整備開始

ROIC経営の浸透、および実践を支えるデータ基盤の整備を着実に推進

課 題 整 理 ・ 構 想 策 定 （ 要 件 定 義 ）

基 盤 の 整 備 （ シ ス テ ム 統 一 ）

Ⅲ.資本コストや株価を意識した経営 ーROIC導入
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三方良し

Our Values

ユーザー目線

Our Credo

Ⅳ.ニプロが継承する価値

地産地消
Local production for local consumption
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Ⅳ.成長ストーリー

NIppon PROduct

日本市場で育まれた「高機能・高品質製品」を全世界に展開
医療インフラとして安定供給責任に応え、信頼価値を形成

世 界 の 医 療 を 支 え る 安 定 供 給 力 と 創 造 力

開発力・製造ノウハウ

国内成熟市場で育まれた高機能・高品質製品

医療現場を変える
高付加価値製品群

生産技術、品質管理
システムが生む安定品質

海外展開力

全世界に広がる販売・開発・製造ネットワーク

地産地消 高付加価値製品 実現

ニ プ ロ の 成 長 モ デ ル

医療の“ニューノーマル”創造 医療に貢献する社会の良きパートナーへ医療インフラとして継続供給能力

Ⅳ.ニプロが継承する価値ー成長モデル

＋ ＝
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既存の強い事業基盤の上に、当社ならではの新製品・技術で医療現場に貢献、
事業をさらに強靭に、より厚みのあるものに進化

創業以来、世界初を追求し、高付加価値・高機能製品の開発に注力

医療現場の課題解決を通じて普及し、「医療インフラ」として進化するサイクルを強化

将来現在

ダイアライザ 透析針

AI画像診断

ステミラック注
脳血管内

イメージング

注射針

血管内
カテーテル

ワクチン

抗菌薬

キット製剤

次世代の医療に貢献する
“ニューノーマル”

医療インフラを支える
“事業基盤”

次世代医療

ダイアライザ 透析針

AI画像診断

持続的に医療への貢献を創出、
事業を”より強く、より厚く”

注射針

血管内
カテーテル

ワクチン

抗菌薬

キット製剤

ステミラック注

脳血管内
イメージング

Ⅳ.ニプロが継承する価値ー製品ポートフォリオ進化



17

Ⅳ.事業パーパスと商品ライフサイクル

「和ごころ」～常に新たな価値を創造することで選ばれる存在に

SALES

PROFIT

医療の常識を変える“ニューノーマル” ～ 未来の事業中核を生み出す

Ⅳ.ニプロが継承する価値ー事業パーパス
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